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□ ６月模試の見直しと、７月模試に向けて 
 ６月模試が終了したと思ったらすぐ、次の７月模試がやってきます。３年生のみなさんは順調に勉強ができ

ているでしょうか？まず、６月模試の見直しは出来ましたか？出来なかった部分の補強や把握は出来たでしょ

うか？昨年度の２月模試から、共通テスト対策の模試となり、内容も今までと違ったものとなりました。 

国語に関しては、６月模試においても「複数の文章との比較・検討」という形式で、現代文から古典にいた

るまで出題されていたと思います。今まで以上に、言葉や文を読んで自分でイメージしたり、解釈したりする

力を測られていたように感じました。おそらく、解くことに時間がかかってしまった人も多いのではないでし

ょうか。また、他教科においても、じっくりと問題文を読まなければいけないなど、国語だけに関わらず、文

章を読み、そこから考える力が求められていたようです。しっかりと見直しをして、７月模試に備えてくださ

い。「鉄は熱いうちに打て」と言われます。６月模試を終えて「できなかった…」とがっかりしている時、「で

きた！」と喜びを感じている今が反省時期です。まだの人は反省をしてください。 

さて、次の７月模試は記述となります。解答を自分の力で形にしなければなりません。普段の授業から、考

えた答えを自分で書き表す努力をし、力をつけていきましょう。 

 

□ 読めるようになりたい資料 
 ① 受験科目一覧表について 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

さて、上に載せているのは、各教室に配布している『受験校決定パーフェクトブック』の昨年度入試におけ

る『関西学院大学 経済学部』センター利用のものとなります。 

みなさんは、この資料の見方を理解していますか？ 

この表によると、一番上の３科目型の場合、■の国語、英語の２教科と、□の地歴公民・数学・理科から１

教科の合計３-４科目、配点がそれぞれ２００点の合計６００点満点で合否を出します。この配点は各大学に

よって異なっているので、注意が必要です。自分の得意分野と照らし合わせ、自分にとって有利か不利かなど

をみることも出来ます。受験科目だけでなく、配点というものは非常に重要な情報ですので、自分の志望校や

受験候補としている学校について目を通すようにしておきましょう。 

 

②「備考欄」にも注目 

 受験科目だけでなく、「備考欄」にも注意しましょう。たとえば、この表の備考欄○には、（注５）とあり

ます。今回は載せていませんが、この内容は『国語は「近代以降の文章」と「古文」、「近代以降の文章」と

「漢文」よりいずれか選択』と書いてあります。つまり、ある教科における特記事項が書いてあります。これ

によると、関西学院大学経済学部のセンター利用の場合、古文と漢文においてはどちらか点数の良い方を利用

することが可能という情報が読み取れます。他の教科についても様々な特記事項が書かれている場合があり、

知らないでは済まされないものばかりです。 

 

③「今、科目を絞らない方が良い」という理由 

 この資料からも分かるように、科目の絞り込みは危険であるということです。つまり、たとえ文Aで一般選

抜に「漢文」がないからと言って、現代文と古文だけしか勉強をしないでいると、共通テスト利用の際に可能

性を狭めてしまうことがあるということです。しかも漢文に関していうと、基本をきっちり押さえていけば、

点数が取れる科目です。共通テストにおいて、古文よりも漢文の方が点数を取りやすいこともよくあります。 

 以上のように、「漢文」を例にあげましたが、他の教科・科目についても同じようなことが言えると思いま

す。安易に科目を切り捨てることで、かえって損をしてしまうことも少なくはありません。粘り強く、勉強に

取り組んで欲しいと思います。 

 

□受験カードの書き方 
 さて、模試に際して志望校を記入すると思います。担任の先生からも志望校の書き方について指示が出てい

るかもしれませんが、自分の成績や志望校から前後幅を持たせて記入することをお薦めします。 

 自分の志望校にこだわって、志望校の学部を様々に変えて判定を求める人がいます。この場合、今の自分の

位置が把握しづらくなります。ですので、志望校より少し上や下の偏差値帯の学校をいくつか書いて、そこで

の判定を待つようにしてください。そして、その判定に従って「自分が第1志望を狙う前に、確保する大学と

して視野に入れる大学」や「今後の成績次第ではチャレンジできる大学」などと考えることができます。また

は、偏差値だけでなく、その大学によって教科の配点が違いますので、各教室に置いてある『受験校パーフェ

クトブック』などを参考に自分が検討している学校の科目配点を調べ、それらのバリエーションの違うものを

ピックアップし、判定を見るという方法もあります。 

 いずれにしても、学校の情報収集が大切です。何となく受験カードに志望校を書くのではなく、目的を持っ

て志望校を記入するようにしましょう。 

 
□今年度の赤本が続々入荷！ 
 ６月初旬から、みなさんが受験する令和３年度入試に向けての赤本の入荷が始まりました。早い人は、休校

明けの分散登校から積極的に進路指導室へ来ています。今、赤本の問題を解くことは難しいと思いますが、問

題傾向の把握という意味では非常に大切なことだと思います。また、共通テスト対策の赤本に関しては、過去

の「センター試験」の問題と共に、「共通テスト予想オリジナル問題」や過去の「試行調査問題」なども収録

されています。知っているとためになる情報がたくさんあります。ぜひ、積極的に進路指導室へ足を運んで欲

しいと思います。 

 

 


